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株式会社アイワ工芸は、1 9 6 8 年創業の歴史ある

看板製作会社で、屋内・ 屋外の看板製作の他に、展

示会での会場・ イベント ブース設営、木工製作、イベ

ント 看板なども 手がけて います。長年のノ ウハウを

活かし た戦略的な看板＆外観リ ノ ベーショ ン によっ

て 、ク ラ イアント の売上アッ プ につながる看板作り

を 強みとし て います。ク ラ イアント ごと に商圏分析

や実地調査を 徹底的に行い、顧客の行動プロ セス

を 分析し 、段階ごと にふさ わし い「 情報」を 看板に込

め、店舗誘導効果を 高めます。単なる 表札とし ての

看板ではなく 、営業マン 以上の働きをする戦略的看

板の提案が目標です。

よ い 看板を つけ る と よ い 客が来る

取 組 内 容

環境配慮プ ロ グラ ムを 新たな 強みへ

再生材を 用い た 商品・ サービ ス の開発

当社はこ れま で に『 従来の看板屋を 超え た 看板製作』

を キーワード に 、当社の強みで あ る 手書き 職人の技を

生かし た「 外観リ ノ ベーショ ン 」で の新たな 開発に 取り

組んで き まし た 。開発を 進める 中で 、近年、環境配慮や

S D G s と いっ た 社会貢 献を 意 識し た 顧客が増加し て

い る こ と を 感じ 、新た な 切り 口の商品開発に 取り 組み

たいと 思い応募し まし た 。本事業で は、こ れま で 行って

き た 看板製作作業の工程を 洗い出し 、環境配慮につな

がる 要素を 見つけ出す作業から 始め、リ ユース につな

がる 素材、廃棄量やエ ネルギー削減など について 検討

し 、ひと つのビ ジ ネスモ デルを 構築し まし た 。特に 、塩

ビ 板等のリ ユース 素材に ついて は、メ ーカ ーの情報か

ら C O 2 排出量を ピ ッ ク アッ プ する など し 、環境負荷低

減への効果を ま と め、環境配慮プ ロ グラ ムと し て 新た

な 強みを 持つ商品開発を 行う こ と がで き まし た 。

当社は5 0 年以上に渡り 、看板作り のノ ウハウを 積み上

げてき まし た。今回、外部専門家の新たな 視点で の製作

作業工程の見直し により 、そ のノ ウハウには、自分たち

にと って 当たり 前の作業にこ そ 、C O 2 排出削減につな

がる 要素があっ たこ と に気付かさ れまし た 。ま た 、看板

の洗浄やシ ート 剥がし 等、手間のかかる 工程が、実は

「 環境配慮」や「 低炭素社会への貢献」と いう 意味のあ

る 工程であっ たこ と を 見い出せ、新たなやり がいや当社

の強みを 打ち 出すこ と につな がり 、励みと なり まし た 。

今後は、こ のよう な価値を 効果的に活用いただけるよう

商品P R を 行い、当社のみならず、ク ラ イ アント のS D G s

活動にも 貢献でき る 戦略的な 看板製作を 提案し 続ける

企業であり たいと 考えています。

自分た ち にと っ て 当たり 前の作業にこ そ 、

C O 2 排出削減につな がる 要素が

あっ たこ と に気付かさ れた

本 事 業 を 終 え て
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有限会社柏彌紙店は、1 8 2 4 年より 続く 歴史と 経験

から 、和紙を 中心と する内装材料を 使い、日々の生

活の中で豊かさを 感じ 、彩り ある空間作り をし ます。

日本の住空間において、和紙にできること はと てつ

も なく 多いと 考えます。和紙は時代を 超え、何度で

も 甦り 、経年変化すら 風合いに変えます。日本古来

のこ のすばらし い素材を 武器に、お客様の抱える課

題を 解決し ます。1 3 0 0 年の歴史を 持つ和紙文化

を 、こ の時代で 途絶えさ せないよう に、こ の先も 広

がり 、続いていく ことを 願って、発信し ていきます。

和を 通し て 、 日々の生活に 彩り を

取 組 内 容

独自のネット ワーク でリ ユース 素材を 安定供給

S D G s につなげる 和紙着火剤の開発

製造過程でエ ネルギー消費の低い手漉き 和紙は、低炭

素社会にフィ ッ ト する 素材であり な がら 、原料のコ ウゾ

を 栽培する 農家や表具師等の高齢化と いう 現状を 踏

まえる と 、その素材自体や活用方法の先行き が懸念さ

れま す。そこ で 、若い世代にそ の魅力を 伝え 、生活に 取

り 入れても ら う きっ かけを さ まざ まな 場面で 作り 、活性

化を 図る 必要がある と 感じ 、新たな 方法で 商品開発が

でき ないも のかと 思い 参加し まし た。本事業で は、当社

の強みである 表具師などの和紙加工を 専門と する 職人

のネッ ト ワーク を 活用し 、リ ユース素材の安定し た 供給

ラ イ ン の形成から はじ めまし た 。趣味趣向の強い ニッ

チニーズに向けた 障子紙や襖紙と いっ た 和紙の端材を

再利用し た 着火剤の商品開発を 行う こ と で 、特化し た

層へのブ ラ ンド 訴求を 意識し た 開発につな げる こ と が

で き まし た 。ま た 、P R はS N S 等のデジ タ ルメ ディ ア を

軸に、若年層と の接点の創出を 目指し まし た。

こ れま で に当社は、和紙と いう 素材を 生産農家から 加

工を 行う 職人、住宅メ ーカ ー へと つな ぎ 、顧客の難し

い 困り ごと にも 対応で き る よ う 日々研鑽を 積んで き ま

し た 。し かし な がら 、和紙に 対する 需要は減退の一途

を 辿って いま す。そう いっ た課題を 踏まえ 、本事業を 通

じ サーキュ ラ ーエ コ ノ ミ ーにつな がる 新た な 取り 組み

を 行う こ と で 、一卸売と し てだけで はなく 、当地域の和

紙生産者や表具師などの職人がし っ かり と 後継者を 育

成で き る よ う 、業界全体を 俯瞰し 、そ れぞ れの立場で

事業を 継続で き る 仕組みづく り を プ ロ デュ ースする 牽

引企業と し て 、自社事業の重要性と 意義を 感じ まし た 。

その上で 、和紙は消費者へ環境負荷の少な い 素材であ

る こ と を し っ かり ア ピ ールし 、低 炭 素 社 会 の 生 活 に

マッ チし た 道具を 開発する こ と で 需要を 喚起し 、和の

文化を 次世代へ繋げていき たいと 考えています。

そ れぞれの立場で 事業を 継続でき る

仕組みづく り を プロ デュ ース する

牽引企業と し て の重要性と 意義を 感じ た

本 事 業 を 終 え て
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暮らし に、産業に、サイン・ ディ スプレイは、街中でさ

まざまな役割を 担っ て います。株式会社ファ ースト

は、サイン・ ディ スプレ イ・ デジタ ルサイネージを 活

用し 、人々の生活にゆとり や潤いを 与え、「 デザイン

のいい街づく り 」に貢献するメ ーカ ーとし て 、多品

種・ 小ロット による商品ラ イン ナッ プ で お客様の多

様なニーズに対応すると と も に、過剰在庫・ 供給を

避け、無駄の削減に努めた独自の仕組みで 生産し

ています。また、ラ イフ スタ イルが多様化する現在、

高品質・ 洗練さ れたデザインによる商品開発を推進

するだけでなく 、環境負荷低減活動を 通じ 、社会課

題の解決にも つながるも のづく り で 、街に便利で豊

かな製品を増やし ていきたいと 考えています。

デザイ ン のい い 街で 暮ら し た い

取 組 内 容

石油由来の部材から 自然由来の部材へ

新素材を 活用し た ディ ス プレ イ 商品の開発

当社は、こ れま で 多品種・ 小ロ ッ ト なも のづく り で 多様

な 顧客ニーズに対応し てき まし た 。し かし 、社会の変化

によ り 、よ り 多様な 顧客ニーズに応える こ と が必要に

なってき て い る と 感じ て いま す。そ のた め、当社と し て

も 新し い取り 組みにつな げる き っ かけと し て 本事業に

参 加し まし た 。本事 業で は、カ ーボ ン ニ ュ ート ラ ル や

サーキュ ラ ーエ コ ノ ミ ーに つ いて 見識を 深めつ つ 、こ

れま で 培っ た 当社の強みを 活かし な がら 、石油由来の

部材から 自然由来の部材への切り 替えや新素材の活

用に ついて 、プ ロト タ イ ピ ン グ 手法によ る 検討を 行い

まし た 。し かし リ サイク ル素材や自然素材を 活用し た

サイ ン・ ディ スプ レ イの開発は、商品と し て 視認性を 満

たす事がで き ず、商品化を 見据える 上で の難し さ を 改

めて 感じ まし た 。

商品コ ン セ プト と 商品の持つ 仕組み、

商品そ のも のの視認性を 合致さ せるこ と の

重要性を 痛感

当社は、サイ ン・ ディ スプ レ イ やデジタ ルサイネージ 分

野にお いて 、生産効率と 視認性を 重視し た商品開発で

企業価値を 高めてき た 企業で す。こ れま で にさ まざ ま

な デザイ ン 性のあ る 商品開発に挑戦し てき まし た が、

カ ー ボ ン ニ ュ ート ラ ル や サー キュ ラ ー エ コ ノ ミ ー 、

S D G s と いっ た 環 境への取り 組みを 推進する た めの

商品開発は、従来の考え 方で は、商品化が難し いと 感

じ まし た 。中で も 、本事業で 行っ たプ ロト タ イ ピ ン グを

通じ 、商品コ ン セ プト と 商品の持つ 仕組み、商品そ の

も のの視認性を 合致さ せる こ と の重要性を 痛感し まし

た 。難し い テ ーマ で はあり ま すが、今後も 継続的に 商

品開発に 取り 組み、低炭素社会の実現につな がる も の

づく り で 、顧客ニーズにマ ッ チ する 豊かな 製品を 提供

し て いき たいと 考えて いま す。

本 事 業 を 終 え て
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低炭素化社会の実現を テ ーマ に製造し た 、

木製キャ ンピ ングト レ ーラ ーのP R ツ ールの開発

生活環境が変化し 、家具へのニーズも 大きく 激し く 変

化する 中、低炭素化社会の実現と いう 社会課題を テ ー

マ に 、木 製 のキ ャ ン ピ ン グト レ ー ラ ー を 製 造 する と

いっ た 、家具の領域を 飛び 越え たプ ロ ジ ェ クト に 取り

組むため、本事業に参加し まし た 。家具し か販売し たこ

と のな い当社にと って 、ど こ から 手を 付ける か悩みな

がら 、専門家と の打ち 合わせを スタ ート し まし た 。本事

業で は、商品自体のP R や木のカ ーボン ニュ ート ラ ルに

適し た 素 材と いっ た 機能 性のみに 着目する ので はな

く 、生 活シ ーン の中から「 こ ん な こ と に使 え な いか」

「 こ ん な 生活が楽し い ので はな いか」と いっ た 暮ら し

に つ いて 考える と こ ろ から 始め 、専門家のアド バイ ス

のも と 、媒体を 選 別し 、山や海など と の自然と のふれ

あい や木のぬく も り が伝わる よ う な ニッ チニーズを 満

たすS N S 向けの動画の制作を 行いまし た 。

今や家具の販売も 、店舗だ け で はなく 、イ ン タ ーネッ

ト 通販など 、新し い形態に変化し て いま す。そう いっ た

中で 、P R の仕方も 様々な 変化を し て おり 、S N S や動

画など 新し い 媒体に合わせ、私たち も 対応し て いかな

く て は な り ま せん 。開 発 商品に 対し 、仕 様 や 機 能と

いっ た 考え 方だけで なく 、ユーザーエク スペリ エ ンスと

そ れを 表現する 効果的な 見せ方の知識など 、ユーザー

層へのア プ ロ ーチ の仕方について 、改めて 勉強し 直す

機会と なり まし た 。今後は、開発商品の販売を 通じ 、山

の大切さ 、木のぬく も り の良さ を 伝え な がら プ ロ ジェ ク

ト の目的で あ る「 上流の山」と「 下流の街」の人と 人を

つなぐ こ と を 広げる と と も に 、資源を 大切にし た も の

づく り を 行い 、地域の自然保護や環境配慮に 貢献し て

いき たいと 考えて いま す。

資源を 大切にし たも のづく り を 行いな がら 、

地域の自然保護や環境配慮に

貢献し て いき た い
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有限会社みずのかぐ は、「 人と 人がつながる場所」を

コンセプト に、オリジナルのオーダー家具をご提案す

るショ ールーム・ ショ ップ「 CON N E CT（ コネクト ）」を

運営すると と もに、北欧デザイン の輸入家具ブラ ン

ド や、プロ の収納技術によるオリ ジナル別注造作家

具など、さまざまなブランド を展開し ています。また、

デスクに使用さ れる杉材が育った上流の山を親子で

体験するツアー付きデスク の販売を 通じ て「 上流の

山」と「 下流の街」の人と 人を つなぐ プロジェ クト を

行っており 、木材の需要喚起にも努めています。

家具で 人を 、 シ ア ワ セ に する 。

取 組 内 容 本 事 業 を 終 え て


